
三
十
六

藻
場

・
干
潟
整
備

保
全
事
業
に

要
す
る
経
費

の
財
源
に
充

て
る
た
め
借

り
入
れ
た
地

方
債
の
元
利

償
還
金
が
あ

る
こ
と
。

藻
場
・
干
潟
整
備
保
全
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
七
年
度
か
ら
平

成
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
発
行
に
つ
い
て
許
可
を
得
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に

お
け
る
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
三
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

三
十
七

藻
場

・
干
潟
整
備

保
全
事
業
に

要
す
る
経
費

の
財
源
に
充

て
る
た
め
借

り
入
れ
た
地

方
債
の
元
利

償
還
金
が
あ

る
こ
と
。

藻
場
・
干
潟
整
備
保
全
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
七
年
度
か
ら
平

成
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
発
行
に
つ
い
て
許
可
を
得
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に

お
け
る
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
三
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

三
十
七

留
学

生
支
援
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

道
府
県
が
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
留
学
生
（
日
本
の
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
外
国
人
学
生
で
、

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
四
に

定
め
る
「
留
学
」
の
在
留
資
格
に
よ
り
在
留
す
る
者
を
い
う
。）を
支
援
す
る
事
業
に
要
す
る

経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

三
十
八

留
学

生
支
援
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

道
府
県
が
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
留
学
生
（
日
本
の
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
外
国
人
学
生
で
、

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
四
に

定
め
る
「
留
学
」
の
在
留
資
格
に
よ
り
在
留
す
る
者
を
い
う
。）を
支
援
す
る
事
業
に
要
す
る

経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

三
十
八

合
併

市
町
村
に
対

す
る
補
助

金
、
交
付
金

等
が
あ
る
こ

と
。

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。

三
十
九

合
併

市
町
村
に
対

す
る
補
助

金
、
交
付
金

等
が
あ
る
こ

と
。

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。

一

市
町
村
の
合
併
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
号
。

以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
金
、
交
付
金
等

と
し
て
合
併
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五

を
乗
じ
て
得
た
額

一

市
町
村
の
合
併
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
号
。

以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
金
、
交
付
金
等

と
し
て
合
併
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五

を
乗
じ
て
得
た
額

二

市
町
村
の
合
併
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
改
正
前
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）後

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
金
、
交
付
金
等
と
し
て
、
改
正
前
法
第
五
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
構
想
に
基
づ
き
合
併
を
行
つ
た
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
額
と
し
て
総
務

大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

二

市
町
村
の
合
併
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
改
正
前
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）後

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
金
、
交
付
金
等
と
し
て
、
改
正
前
法
第
五
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
構
想
に
基
づ
き
合
併
を
行
つ
た
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
額
と
し
て
総
務

大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

三
十
九

公
債

費
負
担
が
多

額
で
あ
る
こ

と
。

特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び

助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第
二
項
の
特
定
被
災
地
方

公
共
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
県
又
は
平
成
二
十
八
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
が

十
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
か
つ
平
成
二
十
七
年
度
の
財
政
力
指
数
が
〇
・
四
九
以
下
で
あ

る
道
府
県
に
つ
い
て
、
次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

四
十

公
債
費

負
担
が
多
額

で
あ
る
こ

と
。

特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び

助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第
二
項
の
特
定
被
災
地
方

公
共
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
県
又
は
平
成
二
十
七
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
が

十
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
か
つ
平
成
二
十
六
年
度
の
財
政
力
指
数
が
〇
・
四
七
以
下
で
あ

る
道
府
県
に
つ
い
て
、
次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

算
式

算
式

Ａ
×
05

Ａ
×
05

算
式
の
符
号

算
式
の
符
号

Ａ
年
利
率
が
４
％
以
上
の
政
府
資
金
又
は
旧
公
営
企
業
金
融
公
庫
資
金
（
地
方
公
共
団

体
金
融
機
構
法
（
平
成
19年
法
律
第
64号
）
附
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
解
散

前
の
公
営
企
業
金
融
公
庫
の
資
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
る
引
受
け
が
行
わ
れ
た

普
通
会
計
に
属
す
る
地
方
債
の
当
該
年
度
に
お
け
る
利
子
支
払
額
の
う
ち
年
利
率
が

３
％
を
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

Ａ
年
利
率
が
４
％
以
上
の
政
府
資
金
又
は
旧
公
営
企
業
金
融
公
庫
資
金
（
地
方
公
共
団

体
金
融
機
構
法
（
平
成
19年
法
律
第
64号
）
附
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
解
散

前
の
公
営
企
業
金
融
公
庫
の
資
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
る
引
受
け
が
行
わ
れ
た

普
通
会
計
に
属
す
る
地
方
債
の
当
該
年
度
に
お
け
る
利
子
支
払
額
の
う
ち
年
利
率
が

３
％
を
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
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